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36･殺虫剤の連今作用に関する研究 (弟三報) 森組の仰転及び致死に対するSafrol_
誘琴体の.ーPyrBthrinB_協力効果について 中山弘焚

(京都大学化学研究萎武居研究室及び日本香料薬品林式金融研究部 紳戸).穀

前舟 )に放ける殺虫試験の結果､Safrol誘特休が

pyrethrinsに対する協力効果を持つ輔を知t),粥の

鮪果 meth夕lenedioxypllenyl誠が協力効Eiに対して

必劉条作であると共に仰抗の二m_結合及びketone託

も亦協力効果に対して何等かの好鞘を持つものでは撫

いかと推論した｡此の問の関係を史に確認す る23に

methylen占dioxyphenyl基を持つWTの統田な Safrol

誘特休及び夫等と化学指浩 と極めて効 似 して居るが

methyle占edioxyの開裂して居るもの及び共の旭の捕

捉上興昧ある化合物等について家蝿 (Musca中本 esT
tira,L･)をmいてその仰磨 くkn(lck-dolVn)及び致

死 (mortality)に対する協力作mを研妃しそ mcth-

ylenedioxy誠が協力数恥こ対し耶安なる要素である

鞘を確認したので覗il.'･する｡i=■

実 額 _

突放材R: ,

供託昆虫:突放に供した家鳩 (如uscadomestica

L･)は31(大化研武田m･兜鼎 こ於て既に長年飼育し放1･

1牲代わ鼎代飼育を試てN)態学助にも叉生理学ご伽こも略

･ 々一抹の迫伝性質を持つ一系統であるが飼育は定時も

飼育に際して雄種混入を防ぐ意味と叉材料的に任意に

大淀飼育可能の目的を以て豆隅粕を叩 ･て飼育したO

_飼育方法は豆腐和買掛 卜及び木材粉を霊丑比として大

-｣的20:】;2の割合で均二に況ぜ約 2%の辞母を混入

し内径 14cm高さ 19cmめ硝子梨ポットに入れ之に

家鴨の卵を抹人して飼育し;野化した成虫は小変粉の

糊を与へて飼育し羽化筏1⊥5日日の健全な仰 木のみ

について拭放した｡
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一供託朝潮:供試薬は ilahlelに戻す通Ejである｡

上記 Tablclの化合物と94% 酒精 (石油変性)

抽LuPyrethrins0.229%､液から TablC2の如き組′
成の供託薬剤を調整した｡

Table12㌧一

mg/loos94% cthaムol

実際の試除に際しては正確且つ迅泌 こ行ふ馬 上雷己

Tahle2の供託菓剤の申2,3.(1,7は生物試除を省

.略した.

試験装怒:Camp,b91考案の一Turntahle法を改

' 足して Fl'g･1･叫讃な災紀を位相した｡此の袈控によ

- れば仰転率と致死率とが併行的に調べられる｡ (A)

は内径 _20･5cm,高さ 43/5cm,内容約 10.8.1の肉

惇純子製円筒でその上部には同じ･くガラス製で中火に＼

'径 2cm の孔を有する円板があL),円筒と円板の附に

･ はゴム掛 <_ツキ yグを次んせぉく｡ (n)の斜睨部はI

･木潮の架台でその上部は卦 叩 形に切抜かれた (r:)

板と (F)板とから成って屈･()., (F_)抜上にガラス

円筒 (A)をのせ (F･)板と (F),板とのrulには (C)

の和子板が差込まれて厨()引出し臼在となって居るo

(D)は金網製の謎をした径 】4'cm,円さ 19cm のポ

･'ッ1･で (G)の文人により架台に碑石せられて居る｡

*本研究に対 し武居先生?剛 旨串 と御相槌及び京
大化折武居研究式各位の御抜取を得た｡苗に記

して衣心から謝窓を来す｡ ㌔
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糾故-JJ'状: Fig1

光づ (I))のポット内に App.aratus for
境地rjMi.lJT)tin=iを入れ金網 ･lhsectici(hlprests

斑をしてt'jBは円に文へ (C)

の打J-T収 を泣込んでmきrr]

相上郡の孔からピペットに

取った供拭柴剤1ccを悉'tl_70

ポ./ドの加圧下にPJf顎間で

I耶7iT勺に噴期し孔に栓をす

る｡PEt胡開始後 30秒超過

筏大相の謬滴を落下せしめ

た後 (C) の硝子蚊を引出

して供託虫を噴封に曝す｡

印子板を引接いてから2分

後より10分迄 1分斑にポ

ット内の仰宿せる蝿の数を

読む.10分寂退校ポットを

外し供純血を予め企抑TJ糊

を入れ上部に金網朝蓋を附

した径約 9･5cm 高さ 4.'i･'

cm の硝子製 Shale巾に

移す.約300のFtl孤塁に約

1垂夜破綻後その致死数を

伐ち致死率.を求るめ｡各供

試柴の得々の難剤について

4Fil乃_3ミそれ以上即 ち約

103-_200四の供群虫を川い

て試放した.

TJTJ詑試扱方法によt)得られた伸度率 と時間との閑旅∫
を火元するとTableL3の様になる.無処理区とcontrol

区 194% ethanol石油変性)は何れも各供託虫数 100
)LN.'仰肩山敷布0控であった｡ 錦試執 羊家哩の飼育

の関係から供託頚等を Ⅰ,ⅠⅠ及び 111(Tal,le3)に分

って行ひ希同好に Pyrethrins対柄区を併行して行ひノ

粥蛤を正椛にした.ノ

T;Il,1C3の実漁枯IBiの正純な比較を搾bIJならしめ

る矧 こprobit叩flt1..に伐る叩問n7蛇や;(朋Er!('lLK曲

税)一次変換の操作を施してその同相-JJ'柁式Y--a+
7)(X-Ⅹ)及びそれに附関する 2,3の捌 rtを求める′

と TaT)lC4の坊である.
ヽ

Tai)1C4に流す同府加 里式及び x2tcstの仰 こよt
()宍紐結果の比較並びに正純さを判断山来るものであ .

るが rhethylencdio干yを持つ Piperoml(D)及び

methylenedioxyのrJlq期してHl:･る Vanillin(K)を

例に取t)芽御伽こ仰民率の r!robitを串 ()脚 軸こ時m】の

対数を耽って図示すると Fig.2,3の様になる｡比

の図によって methylcncdioxy group を持つ化介

･物は.yIA'なる仲居醜力効月ミを持つ部が部 将LtI来る｡

f.T.7TlJle4(坤 1府方程式よ,)此等の化合物の仰揺W,I

カ効朱の有軌 強弱のtTi兜を正確に知る23中央致仲居

時rFHrは t)巾失当正を求めるとTablc.5の隈になる.

Table5-の未申※FPのものは何 れも期;#な致仰磨

効耳とを持つものであり1Ll.J九も Pyrcthrin対稲広く10)

の効果と同等乃至それ以上の助力を持つものであるが

Table3

Knock-down形 ofComm(-n汀ousefly

KrlockJoIYn形 fortminlltCS

2 1 3 1 4 1 51 6 1 7
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Table4 Sl】mmaryOfdIttごLOfcxpcrimcntsforvarioIJSsul)stltnccs

.吋 l- t I 】tegres:sj｡ncquati･,n Z,eef(rle.CmO(fn-)IiPnr翠 '.ielsitties

14. I 110.03
Y--i-7･0734'+4.･2711(X-0･7716)
Y-5.[)223+4二06S3(Xl0.6017)

Y--5.0210+3.4614(X-0.7736)

Y-5.0213+冒:7394(Ⅹ-0.7353)
Y--5.1200+4.9850(X-0.7399)

Y--4.9544+4.9556(Ⅹ-0.7376)

yi,5.1213+4.6760(X-OJ.7310)

Y-il7･0293+3･7303tX-P･7227上

Y-4.9720+4.1037(X-0.7617)

Y-5.1363+4.330才(x10.7173)

Y-3.1474+4.2933(X-0.7180)

Y-t').1517+4.9866(X-0.7735)

Y--5･0193+4･7661(X-O.･7713)
Y--5.0006+3.6699(Ⅹ-0.725L'))

Y-5.0132+4.2824(X-0.7784)
Y-5.08.-)9+4.4133(X-0.7612)

Y-5.0'329+4.3766(X-0.7483)
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Y=5.137ユ+4.51SO(X-0.7425)

Y-5.063J+4.3101(Ⅹ-0.7325) -

Y-4.9925+5.1610(X-0.7768)-

Y-4.7830+3.7677くⅩこ0.7666)

Y-5.5037+4.1363(X-Q.6354)

･.Y-4.7830+3.3390(X-0.7506)

Y-5:1780+4.0089(Ⅹ-0.6929)

Y-5･0362十4･2625(X-0･713])

Y-5.014.4+3.6936(Ⅹ-0.7338)

Y-5.0060+3.7730(X-a.7184)

Y主5.0520+3.4869(X-0.7210)

Y-5･16才7+4･OT,2(Xl0･7117)

Y--5.9J)37+5.0161(Ⅹ一●0.7117)

Y--5.0255+4.3213(Ⅹ-b.73-)3)

Y三も1419+4･5耶3(Ⅹ-0･7015)

Table5 MedianequivalentoLfvarioussubstances
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此触 こ methylenedioxygrollp 以外の例外として

cl】mahrinが効果を持つ郷 土梢法上理剛 来ると共に

.興味ある開祖である｡
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仰伝効果とうちに筑虫効果も亦併行的に行ったもので

あるがその結風 土TaT)leOの班である｡

Table6の致死率に放ても大体仰伝坤と同様の結果

TalJle6 Mortalityo土日ollSeflyagai-▲stvariollSSynergist

~が見られる.而し此の Tal,le6に於ては仰肩甲に放

て期背な効果の見られた Cumarin:め_:致死率に於Tlま

methylencdioxyを持づものに戊tて漬かに寄るもの

である串が労る二㌢

~■

/

結 ノ 論

以上家唖に如する仰革池び圭こ致死に対する試政を行-

った結架代車椛池上柿めて類似し乍らも‥methylene-

.dioxyを持つもり みゝが願書な協力効兄を読す串は第

229
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二肘,にも述べた様に･methylene'dioxyphenyl進が _

協力剤として必幻条件である都を碓諏LtS水た.木祖 こ

於てほOlljB'iの開祖には触7t得なかったが伽LJ鋭にketonF-

兆を持つものは更に優れた協力効果を持つであらう邸
は前相の実鋸 ､らも推論される次第であるO-cumarin-

がB(仰伝助兜を示し乍ら致死効果に於で劣る軸 も研妃

上何等かの示唆をめ もあとして更に琴行して行きた

いと.hf.ふO比の結論を更に蛤討せんがために自下側飢･

の全 くff.い Tlethylenedioxybenzene (Brenzcate-
chin methyleneather), Ethyler)dioxyhenzen.∫
(rirerzcatcchinethyleneather),3･41iMethylene-

dioxytohuene等も合成しっ ＼ある｡

､. 文 面

.1) 中山弘突;本誌,1年(1950)171.

Resumd

lnpreviouspapertheautl10rhadstlldiedthe

syncrgisticeffedtofpiperonylideneacetophcnon,､
ctc･ With pyrethrins､and had′rcportcd thatノ

mcthylcncdioxygrouphasI/effecttJponsynerg-

istic･一CtionlVithpyrethrins.･Ihordertoestimate
ヽ

thesynergisticeffectmoreexactlyltheallther

uscd■18sul)stancq芦(Tat)le1)∴Andtheirsyne-

rgisticeffectwithpyrethrins IY冬SStudied in

bothknock-dolVnandmortality (MIZSIcadome-

stic.TtL･)･As thein.sectieidaltestthemodified

.綜 一

節 /15 汝 .

turntable!nctliod(Fig･1)WastlSCdthatwasal)lc

tostudybothknockrdown:tctil,ityandmortality .
∫

Tl-epreparir)gmethodoftesting rcagcntsis- ∫

ShowninTat,le2･Twellty-fivehotlSefliesW.ere

h(･ldedinpot(D)and1ceofeachtestingre.agents

wassprモIyCdintoglasscylinder(A)･Andafter

30se.condstheglassplate(C)wasdrawnoff,

then_-from 2t｡10minutestheknock1-doynh6-

1zseJfliesacou,.tedeverylmi/nutes(Tal're3;Fig･

2aヮd3).ALterlOminut占畠theho_usefi占Swere●

taker)Outfrom potandafteJ1daymortality
lVaSaCOunted(Table6). ThesametestslVere

rFPeatedover4tinleS･

Basedonthe-theoreticalprincipalofthelihear-

transformationoftime-mortalityGun,edet,el-

opedbyI31issltheeqllationfor-'regressionline-

wascalculated (Table4).ThevaluesofI(℡

indicatetheagreementhetwecntheobscn.rations

andthe'computedcttrves.Toshowthecomp-

arativeeffectivenessexactly,themedianknock-

ddYn timewascalculated (Tat;le5)･ From

theseresultsitmayI)eund'erstood Jha卜safrol

derivati､,eshavesypergist享ceffectwithpyrc-

thrinsinbothknock-1downandmortality.

放echanism 叶 intoxicationof.pyrethmm insecticides-Ir, Problemsof'insect

toxicology,Ⅰ･ SeirokuŜKAr,BotyuhagahulS:230,1930.

37･除虫菊剤の毒作用機構lト

電磁気的臨写研究

林 (34)はマツケムS,D.endrolimusspectabilis

終酢幼虫の背脈管に及ぼ 31PyrethrinI.Rot'eno品6.

Nicotine,J,弗素化合物の影響に就い七研究し;正常

時の心筋の迎期的収縮 と-%剤のそれとを比 較_した｡

IyrLthrinIの渡既は 0･0ミ7%～.0･0_011% .05i丑蛇
考仙 ･/早?結果 0･05% の Li_ngcr困液では20個

体平均 26分で背脈管の致死を観察した.-0.034%を

作用させた場合は前潰度と同線 鹿 人後直ちに牧新馬

を披少したが頻度には殆んど変化なく,収桁高は40分

内外で最小となり,後再び腕復した｡0.011%』.0057%

/では, 夫々平均 2時間内外,-1時間乍 内外で快征

し ノ0･0011%では作FT3後厄ちに収縮高を観ず声が8分

内外で快配したo PyrethrinIは洩壁 0.035%内外

昆虫毒物学の諸問題 E.-∵酒井清六 ･lらi l
%になると作用を机 上･.致死 T'ることを観賀した.

では一皮供下した収締高を快復させるが.0･05JYO･06.
230 .

pyrethrinⅠ･liorIでnone･Nicotineは何れも心筋

に対して麻酔的作用を皇するが,仙糠を吟味すると犬

,8特異な薬理作用を示し, PyrcthrinIは急激に心

筋に強 く作用し 収縮性を低下させるが加 瀬巨には好

餌少なく･筋韻カを多少佐波させたOこれは RPten-

oneの早期に自励髄を犯し持劫週期梓に休 憩糊を延 .

長させることや Nicotine¢環I.=筋張カを急激に市め

限外牧桁 と祁街休憩和が現はれる様な作川と別.ってい

ち,rことを指摘した｡ その後林 (35)は マツケムS,路

･酌幼虫の体長 8･5cm 内外のもの勧 1い て,更に静,現

組織に及ぼす Pyrcthrinlの作川を研究した.終酌~

幼虫を腹位に Paraffi占抜上に間IBL,,小刀で正小紋

に沿って由開L 的食管を頭部よt)DIP脚 に向って完

一会に蜘攻E),胸陰部砲裾を丁寧にW l除t'.た筏,･胸部 ′

●

′
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